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４ 研究員の活動 

（１）研究の概要 
 

□環境考古 

気候に対する花粉の安定同位体比の応答とそれに基づく古気候復元 

里山里海湖研究所研究員：山﨑 彬輝 

 

はじめに 

水月湖は、三方五湖のなかで最も大きく、直接的な

流入河川がないことなどの特殊な環境から、湖底に

「年縞」と呼ばれる堆積物が堆積しています。年縞と

は、1年に 1枚ずつ堆積する薄い地層のことで、1年

ごとの環境変動を詳細に記録しています。そのため、

古気候学の分野で盛んに研究がおこなわれています。 

年縞などの湖底の堆積物を用いた古気候学のなか

でも、過去の陸域で起こった気候変動を知るための

方法として、化石花粉分析は代表的な手法の一つで

す。日本では、堆積物中に含まれる花粉の形態から樹

種を同定し、植生の構成比率から気候を復元する手

法が確立されており、多くの堆積物で応用されてい

ます*1。研究対象として化石花粉を用いる大きなメリ

ットの一つとして、堆積物中に連続的・安定的に含ま

れていることが挙げられます。 

しかし一方で、植生を用いた気候復元にも弱点が

あります。それは、特に人間活動が活発な最近の数百

年〜数千年について、人為的な伐採の影響がきわめ

て大きいため、植生が必ずしも気候だけを反映する

とは限らないことです。また、植生の変化が、花粉と

して堆積物中に保存されるまでにはタイムラグがあ

るため、急激な気温の変化に鈍感であること*2、など

がいわれています。 

そこで、「花粉から同定される植生の構成比率」に

着目する化石花粉分析ではなく、「花粉を構成する元

素」に着目する安定同位体比が、地域や環境によって

さまざまであることを利用して、当時の環境を復元

できるのではないかと指摘されています。 

酸素や水素などには「安定同位体」と呼ばれる、重

さの異なるものが存在しています。安定同位体比分

析もまた、化石花粉分析と同様に古気候復元に用い

られる代表的な手法の一つで、氷床や海洋底のコア

試料での研究も数多くなされています。 

そこで本研究では、自然状態の植生復元が難しい

とされる時代の古気候を復元する目的で、気候に対

する花粉の安定同位体比の応答について検討しまし

た。これにより、花粉から人為的な影響に依らない気

候の復元を目指しています。 

その中で、私は気象観測記録の豊富な現代に生成

された花粉を用いて、花粉の安定同位体比の変動が

どのような気候（気温、降水量など）と関係している

のかを調べました。この現生花粉で得られた気候と

花粉安定同位体比の関係に基づいて、古気候の復元

へと応用していきます。 

 

現生花粉のサンプリング結果 

昨年度に引き続き、気候に対する花粉の安定同位

体比の応答特性を把握するために、全国的な現生花

粉の採取をおこないました。 

ただ、今年度の全国的なサンプリングは新型コロ

ナウイルス感染拡大防止に配慮し、各地で花粉採取

に協力頂ける方を探し、なるべく広範囲の移動をし

ないようにしながら、サンプリングを行いました。 

その結果、九州から北海道にかけての代表的な気

候の地域を網羅するように、複数の種類を合わせて

のべ 800 地点花粉試料を収集しました(図-1)。 

また、これらの試料の生育環境の分布は、年間平均

気温ベースで 4～17℃程度の地域をカバーしていま

す(図-2)。これは沖縄を除いた全国のおよその気温

図-1：現生花粉の採取状況 

(左上：全国の採取状況、右：県内の採取状況) 
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分布をカバーしたことになります。これらを詳細に

分析することで、気候に対する花粉の安定同位体比

の応答特性の検討を試みました。 

これらの種は、堆積物中によく保存されているこ

と（特に水月湖の年縞堆積物では、スギやハンノキが

多くの割合を占めています）、広い気候帯で分布して

いることなどに基づいて選定しました。 

 

気候に対する現生花粉の安定同位体比の応答 

このうちのスギ花粉約 130 試料を分析し、各地点

での気象観測データと花粉安定同位体比の間にどの

ような関係があるのか検討しました。それぞれの気

象観測項目は年間値と季節別値を計算し、花粉の安

定同位体比との相関係数を算出しました(図-3)。 

その結果、年間値・季節別値において、平均気温が

花粉の安定同位体比とよい相関関係にあることがわ

かりました。また、降水量や相対湿度は季節ごとに相

関関係の正負が逆転しています。そのほかの項目に

は強い相関関係は認められませんでした。 

現時点での分析結果は、種や地点数も限定的なの

で、今後さらに複数の種でも分析をおこない、より詳

細な検討をおこなう予定です。 

 

謝辞 

現生花粉の収集にあたり、立命館大学古気候学研

究センター、福井県年縞博物館、東京大学総合研究博

物館、福井県総合グリーンセンター、森林総合研究所

をはじめ多くの植物園の方々にご協力いただきまし

た。また、同位体比分析は東京大学総合研究博物館で

実施しました。この場を借りて厚く御礼申し上げま

す。 
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図-2：生育地の年平均気温別の試料採取数 

図-3：花粉の同位体比と各気象観測データとの相関関係 
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□保全生態 

北潟湖の水草と環境の調査結果 

里山里海湖研究所研究員：石井 潤 

 

はじめに 

福井県の北潟湖（図 1）は日本海沿岸にあり、約

6000 年前に加越台地が浸食されてできた谷に水がた

まって形成された湖である。主な流入河川は観音川

であり、その他、多数の小河川や水路がある。湖の最

下流には、治水を目的とした自動開閉式の水門が設

置され、開門時には日本海からの海水が流入し、湖の

塩分濃度に影響する。そのため、北潟湖の生物相は、

汽水域に生息する種と淡水域に生息する種が含まれ、

魚類をはじめとして多様な種が観察される。 

一方、近年では湖の富栄養化やブルーギルをはじ

めとした外来種の侵入、治水などのために護岸をコ

ンクリート化したことに伴う湖岸植生帯の消失など、

生物多様性保全上の課題が認められる。 

これらの課題解決に向けて、2018 年 11 月に北潟湖

自然再生協議会が設立された。本協議会は、自然再生

推進法に基づく法定協議会であり、法律に基づく協

議会によって北潟湖とその周辺地域の自然再生を行

い、地域づくりに活かすための取り組みが開始され

た。2019 年 3 月には、自然再生の目標と取り組みを

定めた「全体構想」が策定され、次いで、具体的な計

画を示した「実施計画」の策定のための作業が進めら

れている。 

本研究では、自然再生の計画立案のための基礎資

料を提供することを目的として、北潟湖の水草の分

布と環境条件の調査を行った。水草には、岸辺に生育

する抽水植物、水面に浮く葉を形成する浮葉植物、完

全な水中生活を行う沈水植物、土壌に根付かず水面

を漂って生活する浮遊植物の 4 タイプがあるが、本

研究では、湖の環境の影響を受けやすい浮葉植物と

沈水植物に焦点を当てて、現在の湖内の分布状況を

把握した。水草の分布に影響する環境要因として、水

深、透明度、塩分濃度、底質（湖底の土壌タイプ）に

ついて現地調査を行った。また、淡水生の浮葉植物の

１種ヒシ（Trapa japonica）については、2011 年に

分布が確認されていた場所（福井県自然環境課 2012）

で再調査した。さらに、空中写真の判読と現地調査の

結果をもとに過去から現在までのヒシの分布変遷を

把握するとともに、福井県が毎年実施している水質

調査の結果のうち塩分濃度のデータを集計してその

変化傾向を検討し、ヒシの分布との関係について分

析した。 

 

方法 

（１）北潟湖の水草と環境条件の調査 

 2017 年 8 月に、北潟湖内の 73 地点で水草の分布

を調査した。各調査地点において、浮葉植物は、水面

に方形区（1×1 m）を浮かべて方形区内の各種の有

無を記録した。これを 3 回繰り返した。沈水植物は、

自作の水草採集道具を用いて採集される種を記録し

た。これを 6 回繰り返した。 

 ヒシについては、2011 年 8 月の現地調査で分布が

確認された地点（福井県自然環境課 2012）を対象と

して、2017 年 8 月に再調査を行った。そのうち 2 地

点（福良ヶ池と後谷のため池）のみ、それぞれ 2016

年 5 月と 2015 年 10 月に調査した。 

 2017 年 8～9 月において、水草の分布の調査地点

で、環境条件の調査を行った。水深はアルミスタッフ

で測定し、8 月 24 日 12 時の水門の水位を基準とし

て換算した。透明度は、セッキー板を用いて測定し

た。塩分濃度は、多項目水質計を用いて湖底付近の値

を記録した。土壌は、エクマンバージ採泥器を用いて

土壌を採取し、目視による土色（黒色、黒色と灰色の

 

図 1. 北潟湖。2018 年 8 月 12 日に、ドローンで

日之出橋付近から下流側の範囲を撮影した（左上

側に日本海が見える）。 
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混色、黒色と茶色の混色、茶色の 4 種類）と粒径（砂、

砂と泥の混合、泥の 3 種類）の判別により、それら

の組み合わせの計 12 タイプに分類した。 

 

（２）ヒシの分布変遷と塩分濃度との関係の調査 

 国土地理院が提供する空中写真の判読により、過

去の北潟湖のヒシの分布の有無を調査年月日ごとに

記録した。現在の分布状況は、2017 年 8 月の現地調

査結果に基づいて、整理した。 

塩分濃度は、福井県が 1973 年から継続する北潟湖

の水質調査のデータ（福井県衛生環境研究センター

「公共用水域および地下水の水質測定結果報告書

（福井県）」）を集計した。 

 

結果と考察 

（１）北潟湖の水草と環境条件の調査 

湖内73地点で浮葉植物および沈水植物の有無を調

査した結果、水草は全く確認されなかった。福井県自

然環境課が2011年に行った調査で確認されていたヒ

シ群落も、同じ場所で確認されなかった。 

そこで、環境条件の調査結果に基づいて、水草の分

布が確認されなかった要因を検討した。まず、水草の

調査地点の水深は 0.4～3.1 m であり、一般的に水草

の生育がよく観察される水深の範囲内であった。 

透明度は 0.3～2.5 m であり、水深に対して値が低

い場所では、光条件が制限要因となる可能性がある

ことが示唆された。一方、湖岸沿いに位置する調査地

点とそれ以外の沖合の調査地点との間で透明度を比

較した結果、湖岸沿いでは湖底まで目視できる場所

が多い傾向があり、光条件が分布の制限要因となり

にくい可能性が考えられた。 

湖底の底質は、茶色から黒色および砂質から泥質

まで様々な土壌タイプが計 12 タイプ確認された。こ

れらを湖岸沿いと沖合の調査地点で比較したところ、

湖岸沿いの底質は黒色～茶色で砂質の土壌の場所が

多かったのに対して、沖合では黒色または灰色で泥

質の土壌が多く、ヘドロ状態の土壌が多く観察され

た。この結果は、沖合の湖底付近において富栄養かつ

貧酸素条件となっている可能性を示唆している。 

塩分濃度は、湖岸でも 4.5～8.4 PSU と高く、沖合

では 4.5～20.1 PSU でさらに高い値を示した。これ

らの値は、淡水生の水草の生育に負の影響を及ぼす

範囲にあり（山室 2014）、ヒシを含むこれらの水草

が確認されない主要因となっている可能性が考えら

れた。一方、汽水生の水草の不在については、現在の

塩分濃度からは説明できない。 

 

（２）ヒシの分布変遷と塩分濃度との関係の調査 

空中写真の判読と現地調査の結果から、ヒシ群落

は少なくとも1963～2011年までは概ね分布していた

が、その後消失したことが示唆された（表 1）。福井

県が毎年実施している水質調査のデータの分析結果

では、北潟湖の塩分濃度は 2010 年ごろまでは比較的

低い値で維持されていたがそれ以降は高い値を示し、

ヒシ群落の増減のパターンと対応関係が見られた。

また、現在汽水生の水草が確認できないのは、長期間

にわたって淡水環境が続いていたことが一因である

可能性が考えられた。 

 

引用文献 

福井県自然環境課（2012）北潟湖生物生息状況調査. 

福井県衛生環境研究センター「公共用水域および地

下水の水質測定結果報告書（福井県）」, 福井 (ウ

ェブサイト「みどりネット－福井県環境情報総合処

理システム－」： 

http://www.erc.pref.fukui.jp/sogo/d094/). 

山室真澄 (2014) 日本の汽水湖沼での異常増殖が懸

念される淡水産沈水植物・浮葉植物の繁茂が確認さ

れた塩分範囲. 陸水学会誌, 75:113-118. 

 

※本稿は、日本生態学会第 67 回全国大会（2020 年

3 月名古屋開催）および第 68 回全国大会（2021

年 3 月岡山開催）の講演要旨を基に、作成した

ものである。 

表 1. 北潟湖のヒシの分布変遷 

 

年月日 ヒシの分布
1963年8月14日 〇
1975年9月24日, 10月22日 〇
1980年9月15日 －
1984年6月12日 〇
2002年9月20日 〇
2011年8月29日 〇
2017年8月24-28日 －
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□森里川海連環 

「海の歴史生態学」の研究を行い、成果を社会実装する 

里山里海湖研究所研究員：宮本 康 

 

はじめに 

私は、地域知から三方五湖の自然の姿・その利活用

に関する歴史的情報を抽出し、これを自然再生に活

用する「海の歴史生態学」研究を、JSPS 科研費

（JP18K05699）・環境省研究総合推進費（S-15）・総合

地球環境学研究所プロジェクト（No. 14200103）の助

成を受けて行っている。以下、研究活動、実践活動、

執筆活動の順に令和 2 年度の成果を紹介する。 

 

１．研究活動 

水月湖を対象に、過去約 100 年間における①ベン

トス群集の変化、②水質の変化、③これらの変化の原

因を推定するための研究を実施した。ベントス群集

は、1928～1930 年には淡水性の昆虫（ユスリカ類）

が著しく優占する群集であったが、2019 年には汽水

性の軟体動物（斧足類・腹足類）が著しく優占する群

集に変化した。こうした群集の変化は湖水の高塩分

化と符合していた。1930 年代の河川改修は、湖水の

急激な高塩分化をもたらした。1940 年代に海水の侵

入を軽減するための小改修が行われると、塩分は低

下した。1970 年代の後半には、さらに海水の侵入を

軽減する小改修が行われたが、塩分に低下傾向はみ

られず、 1980 年代以降はむしろ、塩分の上昇傾向が

続いている。この高塩分化は日本海の海面上昇によ

って良く説明された。 

以上の結果は、過去約 100 年間における水月湖の

ベントス群集の変化が、1930 年代の河川改修に基づ

く湖水の高塩分化が主な原因であることを示唆して

いる。併せて、1990 年代以降の日本海の海面上昇が、

近年の塩分上昇の主因になっている可能性も示唆さ

れた。今後、本湖のベントス群集にさらなる種組成の

変化が生じる可能性が考えられる。 

 

２．実践活動 

（2-a）なぎさ護岸の再生 

三方五湖自然再生協議会の自然護岸再生部会では、

コンクリート護岸化した現在の湖岸に生き物の生息

地を再生するため、「自然護岸再生の手引き」を作成

し た （ https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/mikata-

goko/kyogikai_d/fil/gogan_tebiki.pdf）。この手引き書を

踏まえ、同協議会のシジミのなぎさ部会で「なぎさ護

岸（ヨシ原が発達する砂浜）」の再生を開始した。久々

子湖では、自然の営力（冬の季節風）で砂浜を湖岸沿

いに広げることを目的に、流入河川で浚渫された土

砂を南岸の一区画に投入した（図 1a）。現在、砂浜の

拡大過程をモニタリング中である。水月湖では、流入

河川で浚渫された砂礫を西岸に搬入・整地して約

500m2の礫浜を再生した（図 1b）。この地点は、幹線

道路が湖岸に面し、その法面の浸食が進んでいる。再

生した礫浜は、浸食を抑制する効果も期待されてい

る。なお、なぎさ護岸の再生に浚渫土砂を再利用した

ことで、それに混入していたヨシの地下茎から発芽・

図1-a. 久々子湖における自然の営力を活かしたなぎさ護岸
の再生。冬の季節風で砂浜が湖岸沿いに拡大している。資
材に用いた浚渫土砂にはヨシの地下茎が含まれ、そこから
ヨシの発芽・成長が始まっている。流入河川の浚渫土砂を
再利用したことで、施工費が低く抑えられた。

施工直後（2020年12月）

施工4ヵ月後（2021年3月）

図1-b.水月湖におけるなぎさ護岸の再生。拡大した前浜と
今後発達するヨシ原は、生き物の棲みかとしてのみならず、
幹線道路の浸食を軽減する効果も期待されている。水月湖
でも流入河川の浚渫土砂を再利用した。

施工前（2020年10月）

施工後（2021年3月）
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成長が進んでいる。今後、再生したなぎさ護岸に発達

するヨシ原は、湖岸に暮らす生き物たちのすみかと

なるばかりでなく、湖岸の波当たりを弱め、浸食を軽

減する効果も期待されている。 

 

（2-b）三方五湖メシ作戦 

三方五湖の自然再生事業は、豊かな生態系を再生

することで、その利活用（内水面漁業）も復活させる

ことを目標としている。しかし、三方五湖の内水面漁

業は、この半世紀の間、衰退の一途を辿っている。さ

らに、消費者の側でも、「三方五湖が多様な湖魚の産

地である」という認識が薄れている。そこで、三方五

湖の様々な湖魚料理を紹介する企画展「三方五湖メ

シ、食べてみた！」を開催した。この企画展は新聞連

載（https://www.fukuishimbun.co.jp/category/dkan-all/食

べて残そう！三方五湖メシ_冬編）やラジオ番組の出

演（企画紹介）、さらに三方五湖メシのポスターとパ

ンフレット作成（三方五湖世界農業遺産推進協議会）

に結びついた（図 2a）。現在、漁業者と料理研究家も

鯉・鮒の新商品を開発しており（図 2b）、今後は、こ

うした動きとも同調して「三方五湖メシ作戦」を展開

していく予定である。 

 

３．執筆活動 

（3-a）海岸動物の生態学入門（日本ベントス学会編） 

私が所属する日本ベントス学会で、ベントス（底

棲生物）を題材とした生態学の入門書「海岸動物の生

態学入門（海文堂出版）」を令和 2 年 9月に出版した

（図 3）。この中で、私は「第 7 章：生物群集とその

特性」を分担執筆した。本書の初版 2,000 部は令和 2

年中にほぼ完売し、現在、小修正を加えた第 2 版が

発売中である（http://www.kaibundo.jp/2020/09/80051/）。

本書は大学での講義等で活用されている。 

 

（3-b）改訂版三方五湖のシジミ 

（里山里海湖ブックレット） 

平成 30年度に発行したブックレット「三方五湖の

シジミ」の第 2 版を発行した。改訂版では新たな内

容を加筆するとともに、デザインを一新し、現在、希

望者に配布中である。上述した「なぎさ護岸の再生」

の背景と実践例も本書で紹介されている。

 

図3. 海岸動物の生態学入門（第7章を分担執筆）。

図2. 三方五湖メシ作戦。(a) 三方五湖世界農業遺産推進協議会
が作成した啓発ポスター、(b) 料理研究家が生み出した鮒バー
ガーと鮒の子（魚卵）パスタ。

(a)

(b)



- 29 - 

 

□里地里山文化 

三方湖で使用されている漁労用具について 

里山里海湖研究所研究員：樋口 潤一 

 

 

はじめに 

 三方五湖の伝統漁業は「三方五湖の汽水湖沼群漁

業システム」として 2019年に日本農業遺産に認定さ

れた。この漁業システムには、三方湖の「タタキ網

漁」や「ウナギ筒漁」が挙げられ、漁法や漁場を持

続的に管理し、水深や湖底形状に適応させた独創的

な技術であるとしている。研究では、漁法ごとにそ

の道具を調べることで、三方五湖に伝承される漁法

を明らかにしていく。 

 漁業の伝承は、漁法だけではなく漁具についても

伝えていく必要がある。網の仕立て方や、アバ、イ

ワの作り方など、これまでの漁師が手で覚えてきた

ことを教え、聞き手もそれを理解し覚えていくには

構造の理解と反復作業が必要で相当時間が必要にな

ると思われる。構造図、作業工程図などを制作する

ことでその時間短縮や伝承記録に役立てたい。 

 

（１）刺網 

 三方湖の冬の風物詩「タタキ網漁」。この漁は、水

が冷えて動かなくなったフナやコイを、水面を竹ざ

おで叩くことによって脅し、仕掛けた網に追い込む

漁である。この時に使用される網が刺網（さしあみ）

で、湖底に立つように仕掛けるという。 

 網は一枚の長さが 40～50ｍほどのものを 2 枚から

4 枚繋げて使用する。丈（幅）は 1ｍほどである。三

方湖の水深は 2.5ｍ程度であるので、網で遮れるのは

半分の深さにも満たない。それでもフナやコイは湖

底近くを泳ぐため、網に掛かるのである。魚の習性

を考えて無駄なく作られた網であることがわかる。 

 網の構造は、上部に網を持ったり引いたりするテ

ナワがあり、中央は魚をとらえる網地、下部には網

を沈めるイワ（沈子）が通されたスソヅケが付けら

れている。テナワには網を浮かせるアバ（浮子）が

付けられている。網地はナイロン製の既製品を購入

し、使う大きさに切る。そこにテナワとアバ、イワ

の付いたスソヅケを漁師自らが編んで、その年に使

用する量の網を仕立てる。アバは桐の枝を削ってい

る。イワは陶製で、今は作る人がおらず、古い網に

付けられているものを捨てずに残しておき再利用し

ている。 

 網地は、別糸で上部を一段編み（※図 1 A 糸）、

ここをアバと共にテナワに取り付ける。この際、テ

ナワより網地上部の糸の方を長くすることで、網に

たわみをもたせている。このたわみを「イセ」と呼

ぶ。イセを作ることによって、網に当たった魚を受

け止めながら包み込む網となる。三方湖のタタキ網

漁では、この網の仕掛けによって、フナや、時には 1

メートルを超えるコイをくるみ捕るのである。 

 

 

 

（２）ウナギ筒 

 筒漁は、ウナギが狭い場所に入り込む習性を利用

して捕獲する漁である。現在は耐久性や入手のしや

すさから塩ビパイプなどを用いて作られるが、以前

図１ 三方湖のたたき網漁で使用される網 
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は竹の節を抜いたものであった。その筒を 2、3本ま

とめて縛ったものを「1カラゲ」と呼ぶ。湖に仕掛け

るときには、長い幹縄から伸びた枝縄に筒を 1 カラ

ゲずつ縛り、一縄に 50カラゲほどを付け、湖中に沈

める。そしてウナギが入るのを待つのである。ウナ

ギが入っているかどうかは、筒を上げるまで分から

ない。慎重に手際よく引き揚げながら筒の口にタモ

をあてがう。タモも筒用に作られたもので、直径は

筒の口が入る大きさ、網の長さはウナギが跳び上が

って逃げないように長めに作られている。そうしな

いとウナギは筋肉の塊なので、尻尾がはみ出してい

るだけで跳んで逃げてしまうという。 

 筒の仕掛けは非常に簡素で、ジゴク（カエシ）と

呼ばれる中から出れなくなる仕掛けや、蓋も何もな

い。餌も入れない。ただの筒である。この仕掛けの

利点はウナギを傷つけないことである。もし筒から

出られないカエシや蓋が付いていれば、湖中で筒を

紛失した場合、筒が壊れるまでウナギが入って死ぬ

ということが繰り返される。ウナギを捕る仕掛けと

して、釣り針を使う延縄がある。延縄の場合、漁師

が仕掛けを上げるまでに死んでしまうウナギや、逃

げた時に傷ついてやはり死んでしまう可能性が高い。

そのため鳥浜漁協では延縄を自粛するよう組合員に

呼びかけを行っている。限りある湖漁業を考えた場

合、無駄を出さない筒漁が一番理にかなっているの

である。 

 とはいえ、竹を伐って作っていた頃は 50カラゲを

作るために何本の竹を伐り、節を抜いていたのであ

ろうか。1 カラゲ 2 本のものと 3 本のものがあるが、

その 1本の違いは大きいのかもしれない。 

 

（３）柴 

 柴漬け漁は、柴（木の小枝）をまとめて湖に入れ、

人工的な漁礁を作り、そこに入った魚をとる漁法で

ある。三方湖では今も行われる「一把漬け」と、す

でに行われなくなった「ヌクミ」の 2種類があった。 

 一把漬けは長さ 1 メートルほどのマツやヒノキの

枝などをまとめて縛り、湖に沈めておく。そうする

と枝の隙間にエビや小魚が入り込むので、そっと引

き上げ、下にくぐり込ませたタモに落として捕まえ

る。ウナギ筒漁と同様、待ちの漁法である。 

 

まとめ 

 三方湖で行われる漁と漁労用具の特徴は、古くか

ら行われている漁法が伝承され、その道具は非常に

簡素であることである。それは単純に簡単で素朴と

いう意味ではなく、無駄なものをそぎ落として完成

された、漁師の知恵が詰まった形なのである。ただ

決して効率が良いとは言えず、そのため他地域では

行われなくなった漁法が今も行われていることに特

徴がある。高度経済成長期に全国で消えていった茅

屋根も、残した集落は世界遺産になっている。三方

湖の伝統漁法は日本農業遺産に認定されており、今

後も続けられていく価値は大きい。 

 

コイもびっくり 三方湖の漁具展 

 研究対象の漁具が集まり、調査が進んだものを中

心に 2020年 11月 25日から 12月 25日まで展示を行

った。コロナ禍の中、延べ 831 人の来場があった。

アンケート集計が 6 通と少数で、決して有効的とは

言えないが「三方湖の漁業について」という項目に

は「興味がでた」という答えが 100％であった。 

図２ ウナギ筒（竹製）の断面見取り図（竹製） 

図３ 東京多摩川で使用されていたウナギドウ 

写真１ 三方湖の一把漬け 
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（２）学会発表・執筆活動 等 
 

山﨑 彬輝 

【学会発表】 

口頭発表 

山崎 彬輝・山田 圭太郎・大森 貴之・北場 育子・中川 毅(2020) 花粉の酸素安定同位体比の気

候応答特性の解明と古気候指標としての有用性．第四紀学会．2020 年 12 月 26 日 

※オンライン開催 

ポスター発表 

山崎 彬輝・山田 圭太郎・大森 貴之・北場 育子・中川 毅(2020) Correlation between stable 

isotope ratio of pollen and climate, as well as its possible application for 

paleoclimatology．JpGU-AGU Joint Meeting 2020．2020 年 7 月 12 日～16 日 

※オンライン開催 

 

 

石井 潤 

【学会発表・研究会】 

ポスター発表 

石井潤 福井県若狭町における田んぼでのコイ・フナ育成の取り組み. 第 11 回琵琶湖地域の水

田生物研究会．2020 年 12月 20 日．滋賀県立琵琶湖博物館（草津市） 

 ※オンライン開催 

石井潤 日本海沿岸域に位置する北潟湖のヒシの分布変遷と塩分濃度との関係. 日本生態学会第

68 回大会．2021 年 3 月 19日．（岡山） 

 ※オンライン開催 

 

【報告会】 

石井潤 若狭町の田んぼでのコイ・フナ育成の取り組み. 報告会「若狭町の田んぼでのコイ・フ

ナ育成の取り組み」．2021年 1 月 16 日．福井県立三方青年の家（若狭町） 

石井潤 北潟湖の水草と環境の調査結果について. 北潟湖の生きものと環境の調査報告会．

2021 年 2 月 27 日．北潟公民館（あわら市） 

 

【執筆】 

技術資料 

石井潤 (2021) 浮葉植物ヒシの刈取りのためのワイヤー刈り装備（改良型）．福井県里山里海湖

研究所, 2021 年 2 月，若狭町 

 

研究員コラム（福井県里山里海湖研究所ホームページ） 

・ 【解説】三方湖のヒシ問題 ～その対策の考え方と計画、および塩分濃度の影響について～

（その 1）：（１）三方湖のヒシは根絶するのか、減らすのか？（2021 年 1 月 21日） 

・ 【解説】三方湖のヒシ問題 ～その対策の考え方と計画、および塩分濃度の影響について～

（その 2）：（２）三方湖のヒシ対策のためのアンケート調査と刈り取り計画の提案（2021 年 1

月 28 日） 

・ 【解説】三方湖のヒシ問題 ～その対策の考え方と計画、および塩分濃度の影響について～

（その 3）：（３）三方湖のヒシの分布と塩分濃度との関係および 2020 年の塩分濃度の調査

（2021 年 2 月 4 日） 

・ 『浮葉植物ヒシの刈取りのためのワイヤー刈り装備（改良型）』の紹介（2021 年 2 月 8 日） 

・ 三方湖のヒシの魅力を探る動画集（2021 年 2 月 9 日） 
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宮本 康 

【学会発表・研究会等】 

 口頭発表 

  宮本 康・多留聖典・折田 亮・鈴木孝男・富永 修・伊藤 萌・金谷 弦（2020）「海の歴史生態

学」で水月湖のベントス群集の長期変化を推定する．2020 年日本プランクトン学会・日本ベン

トス学会合同大会. 2020年 9 月 20 日．（事務局：東京大学） 
 ※オンライン開催 

  宮本 康（2021）歴史を踏まえて三方五湖の自然を守ったら，旨い湖魚料理がいただけた！環境

研究総合推進費 S15 (2)-3 サブテーマ会議.2021 年 3月 24 日．阿児アリーナ（志摩市） 

 

ポスター発表 

  宮本 康（2021）浜辺で生じる日周性貧酸素の実態とアサリへの影響、および対策例．二枚貝等

資源生産研究会.2021 年 3月 1 日．（事務局：国立研究開発法人水産研究・教育機構 西海区水

産研究所） 
 ※オンライン開催 

 

【執筆】 

 書籍 

宮本 康（2020）第 7 章 生物群集とその特性．日本ベントス学会（編）海岸動物の生態学入門：

ベントスの多様性に学ぶ．海文堂出版.pp121-144（ISBN 978-4-303-80051-2） 

宮本 康（編著）(2021) 改訂版三方五湖のシジミ： シジミを知り味わい，シジミを通じて歴史

を学び，湖の将来を考える．里山里海湖ブックレット 2.福井県里山里海湖研究所.福井.72pp

（ISSN 2433－9148） 

 

報告書 

宮本 康（2020）沿岸・汽水域生態系における人間活動の影響評価：地域的知識の活用．科学研

究費助成事業（基盤研究 C，研究代表：宮本康）研究実施状況報告書（令和元年度） 

 

新聞連載 

宮本 康（2021）食べて残そう！三方五湖メシ（冬編）①ボラ．福井新聞.2021年 2 月 4 日 

宮本 康（2021）食べて残そう！三方五湖メシ（冬編）②フナ．福井新聞.2021年 2 月 9 日 

宮本 康（2021）食べて残そう！三方五湖メシ（冬編）③コイ．福井新聞.2021年 2 月 16 日 

宮本 康（2021）食べて残そう！三方五湖メシ（冬編）④ワカサギ．福井新聞.2021 年 2 月 19 日 

宮本 康（2021）食べて残そう！三方五湖メシ（冬編）⑤シラウオ．福井新聞.2021 年 2 月 23 日 

宮本 康（2021）食べて残そう！三方五湖メシ（冬編）⑥シロウオ．福井新聞.2021 年 3 月 2 日 

 

 

樋口 潤一 

【執筆】 

 書籍・報告書 

樋口 潤一（2021）第一部第三章第二節「養蚕」、第四章第三節一「羽村の民家」・二「職人と儀

礼」・コラム「屋根葺き」、第二部第二章「多摩川と川漁」：羽村市史 資料編 民俗．羽村市

（東京都） 

樋口 潤一 (2021)第二章４（３）実測図（作成及び作成指導補助）： 富士吉田の富士山信仰用

具調査報告書．富士吉田市教育委員会（山梨県）  

 

冊子 

樋口 潤一（文・デザイン・編集）（2021） 

北谷町谷の２６のこと［ＡtoＺ］14pp 

 

研究員コラム（福井県里山里海湖研究所ホームページ） 

・ 三方五湖の網は美しい（2020 年 8 月 26 日） 

・ 不思議な竹筒（2021 年 1 月 15 日） 
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（３）その他活動報告 
 

地域の要請に応じ出前講座（Ｐ６）や大学等での講義、各種会議等での専門的立場

からの意見提案など、さまざまな機会において研究内容を活かした活動を行った。 

また、三方五湖自然再生協議会、北潟湖自然再生協議会等において、各研究員が専

門分野での活動支援を行った。 

 

【研究員が開催したワークショップ・勉強会など】 
№ 開催日 行事名 内容 開催場所 人数 担当 

1 R3.1.16 
若狭町の田んぼでのコイ・

フナ育成の取り組み 

３年間のコイ・フナ育成活

動結果の報告 

三方青年の家

（若狭町） 
13 石井 

2 R3.2.27 
北潟湖の生きものと環境の

調査報告会 

北潟湖の生きものと環境に

ついての最新の調査結果の

報告 

北潟公民館 

（あわら市） 
13 石井 

 

【里山里海湖研究所が実施する事業において担当する業務】 
№ 事業名 内容 担当 

1 三方湖のヒシ対策事業 

・ ドローンを用いた春季のヒシの出現状況の調査 

・ ヒシの刈り取りエリアの分析・評価 

・ ヒシの分布面積の分析・評価 

・ 三方湖の塩分濃度の計測 

・ 自然観察棟においてヒシの説明資料の展示 

石井 

 

【三方五湖自然再生協議会での活動】 
№ 部会名 内容 担当 

1 自然護岸再生部会 

・ 「久々子湖、水月湖、菅湖、三方湖、及びはす川等の自然護

岸再生の手引き」に基づき、流域河川の浚渫土を用いたなぎ

さ護岸再生のアドバイス 

宮本 

2 
湖と田んぼのつながり再生

部会 

・ 水田でのコイ・フナの育成活動と分析・評価 

※ 農業従事者および三方小学校のゆりかご田と課外活動

での活動支援 

※ 農業従事者の水田 7 区画で、合計 525 個体の稚魚を育

成 

※ 高瀬川におけるコイ・フナのモニタリング調査 

・ 三方地域におけるコイ・フナ料理に関するヒアリング調査 

石井 

3 環境に優しい農法部会 

・ 濁水流出防止対策 

※ チラシの作成と回覧 

※ 農業者の集会において協力依頼 

※ 河川の濁り水のモニタリング調査 

・ 田んぼの土壌調査 

・ 環境に優しい農法認証制度 

※ 運用、普及・啓発活動 

※ 認証農作物の活用、販売促進活動 

石井 

樋口 

4 シジミのなぎさ部会 

・ ヨシの植栽とモニタリング 

・ 久々子湖と水月湖におけるなぎさ護岸再生の実践 

・ 再生したなぎさ護岸のモニタリング 

宮本 
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【北潟湖自然再生協議会での活動】 
№ 部会名 内容 担当 

1 水と生きもの再生部会 
・ 実施計画の検討のための情報提供や問題点の整

理 
石井 

 

【専門分野での協力事業（三方五湖・北潟湖自然再生協議会を除く）】 
№ 開催日 事業名 内容 開催場所等 担当 

1 R2.4.9 
南西郷漁協 

漁場管理会議 

専門家としての 

アドバイス 
南西郷漁協 宮本 

2 R2.7.28 
若狭桐油の品質に関する 

ヒアリング 

若狭桐油の商品化に向けた

専門業者との意見交換 
㈱箕輪漆行 樋口 

3 R2.8.19 
三方中学校の生徒による 

三方湖のヒシ研究 

専門家としての 

アドバイス 

里山里海湖研究

所 
石井 

4 R2.8.23 シジミ漁場改良作業 
専門家としての 

アドバイス 
久々子湖 宮本 

5 R2.9.27 
日本ベントス学会 30 周年
記念本編集委員会 

「海岸動物の生態学入門」の

発刊 
― 宮本 

6 R2.10.9 
南西郷漁協 
シジミ生産部会 

シジミ販売に向けた 

課題整理 
南西郷漁協 

宮本 

小幡 

7 R2.10.21 
戸祝いとキツネガリ 
第２回調査委員会 

調査打合せ 
福井県立若狭歴

史博物館 
樋口 

8 R2.10.23 
南西郷漁協 
シジミ生産部会 

シジミ販売に向けた 

課題整理 
南西郷漁協 

宮本 

小幡 

9 R2.11.4 
水月湖 
浅場造成事業会議 

専門家としての 

アドバイス 
若狭町役場 宮本 

10 R2.11.17 
三方中学校 
総合学習発表会 

専門家としての 

アドバイス 
三方中学校 

石井、宮本、

樋口 

11 R2.11.26 
日本ベントス学会 30 周年
記念本編集委員会 

「海岸動物の生態学入門」 

第 2版発刊の打合せ 
オンライン 宮本 

12 R3.1.9-10 
戸祝いとキツネガリ 

現地調査 
現地調査 

小浜市下根来、 

若狭町神谷、兼田 
樋口 

13 R3.3.5 
西海区水産研究所 

二枚貝等資源生産研究会 
招聘講演と意見交換 オンライン 宮本 

14 R3.3.24 
環境研究総合推進費 

S15 (2)-3 サブテーマ会議 
研究発表 

阿児アリーナ 

（志摩市） 
宮本 

15 R3.3.27 ヨシの植栽作業 久々子湖での新規植栽作業 久々子湖 宮本 

 

【大学等での講義】 

№ 講義日 講義名 相手 担当 

1 R2.5.28 
食農環境実習・演習１ 

（農業に関する教材提供） 
福井県立大学生物資源学部 石井 

2 R2.10.17 保全生態学実習 福井県立大学海洋生物資源学部 石井 

3 R2.11.3 保全生態学実習 福井県立大学海洋生物資源学部 石井 

4 R2.11.9 保全生態学実習 福井県立大学海洋生物資源学部 石井 
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５ 研究所資料 

（１）沿革 

 

平成25(2013)年 9月 「ＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ国際パートナーシップ 

     第４回定例会合（ＩＰＳＩ-４）」を福井県で開催   

10月 福井県里山里海湖研究所を若狭町鳥浜に開所 

平成26(2014)年 3月 中期計画（平成２５～２９年度）策定 

  4月 研究員４名採用 

   平成30(2018)年 3月 第２期中期計画（平成３０～３４年度（令和４年度））策定 

           7月 事務所を福井県年縞博物館に移転し、 

従来の研究所を「三方五湖自然観察棟」としてリニューアルオープン 

平成31(2019)年 4月 研究員４名採用（２名更新） 

  

 

（２）組織                           

 

            

 
進士五十八  福井県立大学学長、東京農業大学名誉教授（環境学・造園学） 

  

 

 

松井 秀幸  福井県安全環境部自然環境課参事  

 

 

研究事務員    永木 庄治    ・里山里海湖相談員  藤田 元祝 

                  加藤 睦教               川田 克已 

                  現方 慶昌               澤田 利夫 

                  石田 将都                           田中 和也 

                  

専任研究員   山﨑 彬輝（環境考古） 

石井  潤（保全生態） 

宮本  康（森里川海連環） 

樋口 潤一（里地里山文化） 

(兼)北川 淳子（福井県年縞博物館学芸員） 

(兼)長屋 憲慶（福井県年縞博物館学芸員） 

 
 

併任研究員     富永  修  福井県立大学教授（海洋生物学） 

                  田原 大輔  福井県立大学教授（魚類生態学）  

                  松本  淳  越前町立福井総合植物園園長（植物分類学） 
 

併任研究事務員    宇野 秀夫  福井市日新小学校校長 

（※教育関係）  島田 正樹  若狭町みそみ小学校校長 

柳生 敏明   福井県教育庁義務教育課指導主事 

西畑 千登世 福井県教育総合研究所主任 

山中 太継  福井県嶺南教育事務所主任 

  

※令和３年６月１日現在 

所 長 

事務員 

副所長 
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（３）活動方針 

 

 

（１）里山里海湖の特徴  

 本県は、豊かな降水量と四季の変化に富んだ気候に加え、水源となる豊かな広葉樹林、複雑に

入り組んだ谷筋、豊かな土壌といった自然条件にも恵まれ、古くから、二次林と水田の入り混じ

った、いわゆる「里山」が形成されてきた。 

 加えて、比較的狭い地域の中に、山、里、川、海、湖があり、そこには多様なタイプの生態系

が存在し、典型的な日本の里山里海湖風景が凝縮している。  

 また、米・そば・海産物等里山里海湖に培われた食材、和紙・漆器等里山里海湖の素材を活か

した工芸品、県内各地に伝わる自然を敬う祭礼・習俗等、本県独自の豊かな里山里海湖の多様性

も存在している。 

 

（２）福井県の里山里海湖の現状 

本県の里山里海湖の環境は、自然と人が適切に関わることにより守られてきたが、近年、市街

化等の開発の進行（宅地面積1992年156k㎡、2015年187k㎡「福井県の土地利用と土地対策」よ

り）や、高齢化（65歳以上割合29.6％「福井県の推計人口（平成29年4月1日現在）」より）等に

より、里山里海湖等の利用や管理が適正に行われなくなり、生き物の生息・生育環境が失われつ

つある。 

かつてはどこでも見ることができたホタルやトンボ等の身近な生き物が生息・生育環境の変化

により減少している（福井県レッドデータブック掲載動物533種（2016年）、植物731種（2016

年））。このため、祖父母、父母、子どもの世代間で豊かな自然のイメージの共有が難しくなる

とともに、特に若い世代では、自然とふれあう機会も少ないため、自然の価値の認識が希薄にな

ってきている。 

一方で、里山里海湖の保全・再生・活用に向けた新たな動きも活発化してきており、問題認識

を持つ県民も増えてきている。具体的には、越前市白山・坂口地区におけるコウノトリとの共生

を目指した米作りや、自然再生推進法に基づく三方五湖および北潟湖自然再生協議会、自発的な

取組みにより保全活用を推進する「中池見湿地保全活用協議会」等が挙げられる。 

 

（３）「福井県里山里海湖研究所」の設置 

 平成２５年９月に、人の営みと自然とが調和し共生する社会を目指すための国際会合「ＳＡＴ

ＯＹＡＭＡイニシアティブ国際パートナーシップ第４回定例会合（ＩＰＳＩ-４）」が本県で開催

された。この会合では、県民の里山里海湖保全の意識の醸成が一層図られ、福井の里山の保全・

再生活動が世界へ広く発信された。また、里山里海湖の資源を守っていくためには、専門的な学

問や科学の支えが重要であるとともに、多くの人々が自然体験や自然再生活動を行うことや、農

家、林家、漁家の方々が日常営む生活や生産活動等と直接結びついた里地里山活動を進めていく

ことが重要であるという認識が共になされた。 

 これを契機に、「県民のため、社会のため、実社会に役立つ研究を行い、美しい風土を残しな

がら福井という地域のみんなが元気になる。」ことを目指し、県は「福井県里山里海湖研究所」

を平成２５年１０月３０日に開所した。   

１ 福井県の里山里海湖  
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研究所は、本県の「生物多様性」、「生活多様性」、「経済多様性」および

「景観多様性」の４つの多様性を育み、地域を元気にすることを基本理念とす

る。 

 

（１）生物多様性（Bio-diversity） 

多様な土地利用と人の営みの中で育まれる生き物の賑い 

（２）生活多様性（Lifestyle-diversity） 

地域社会が育む「地域それぞれの暮らし方や生き方」  

（３）経済多様性（Economy‐diversity） 

里山ビジネスの開拓や工夫による、地域の経済活動の活性化 

（４）景観多様性（Landscape-diversity） 

生物・生活・経済の多様性から招来される、多様な景観 

 

 

 

 

県民、自然再生団体、企業、行政等各種主体の参加および連携により、地域の

個性に応じた「研究」、「教育・普及」および「実践」を総合的に進める。 

特に、県民からは多世代から参加を促すとともに、地域と共動
・ ・

して、元気な人

材の輩出やビジネス機会の創出等の地域の活性化へとつなげる「地域を元気にす

る実学研究の拠点」としていく。 

 

 

 

○ 研究【地域に貢献する実学研究（Science for society）】 

里山里海湖に関する研究者が、生物多様性を守り、その恵みを人々の暮らしに結びつける

様々な研究を行う。 

○ 教育・普及【里山里海湖を「体験」し、「感性」を育む】 

里山里海湖の自然を子どもから大人まで広く体感してもらい、その大切さを伝えるととも

に、地域の保全・再生活動を担うリーダーを育成する。 

○ 実践【次世代につながる持続可能な里山里海湖の保全・再生・活用】 

里山里海湖の保全・再生・活用に取り組む地域や団体を支援することにより、里山里海湖

を次世代へ継承する。  

三つの大きな柱 

２ 基本理念  

３ 活動および運営の方針  
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基本理念と活動および運営の方針に基づき、概ね平成３０年度から平成３４年度

（令和４年度）までを期間とした、以下の目標を掲げる。 

○研究に関する目標 

（1） 研究者自らが地域に飛び込み、課題を把握し、その解決に向けた実学研究を行うとともに、

研究成果を環境教育、実践活動、人々の暮らしや経済活動へ反映し、地域の活性化につなげる。  

（2） 国内外の試験研究機関と連携し、研究レベルの向上を図るとともに、研究成果を国内外へ広

く発信する。 

○教育・普及に関する目標 

（1） 幅広い年代層に里山里海湖の恵みに触れる機会を提供し、里山里海湖を守る心を育む。 

（2） リーダーを育成し、里山里海湖の保全・再生・活用の活動の質を高める。 

（3） 研究成果を活かした環境教育を実施し、県民や子どもたちが里山里海湖の保全・再生につい

て考える力を養う。 

○実践に関する目標 

（1） 里山里海湖の大切さを継承するため、研究所およびその周辺を、県民が気軽に集い、体験や

活動ができる拠点とする。 

（2） 自然再生団体、県民、企業等多様な主体による活動を支援し、活動への参加を促進する。 

（3） モデルとなるフィールドで、里山里海湖の保全・再生活動を総合的に実施することにより、

里の恵みの保全とその恵みを利用した生業を次世代へ継承する機運を高める。 

 

なお、上記の目標を遂行するため、本県の里山里海湖の特徴を考慮し、概ね以

下の分野について研究を進める。 

 

○環境考古に関する分野 

・年縞を基に、自然、歴史をひも解き、自然と人の暮らしとの関わりを明らかにする研究

（タイムスケィプ研究）を推進 

・福井県年縞博物館と共動
・ ・

し、年縞を基にした研究成果を観光や教育に活用 

○保全生態に関する分野 

・県全域にわたる、里山里海湖の生物多様性の保全・再生および生態系サービスの分析評価

に関する研究 

・地域住民、自然再生団体、企業等と共動
・ ・

して実施する自然環境の保全・再生・活用のプロ

ジェクト等に直接参加し、研究成果を基に活動を支援 

○森里川海連環に関する分野 

・県内を中心に、森から海にかけての生態系のつながりと人の暮らしの関わりに関する研究 

・地域住民、自然再生団体、企業等と共動
・ ・

して、自然と共生する地域づくりを研究成果を基

に支援 

○里地里山文化に関する分野 

・県内を中心に、里に伝わる伝統（農法、漁法等）、文化、習俗等の資料を収集、活用し

て、県民の生活や里山里海湖の資源を活かした経済活動につなげる研究 

・地域住民、企業等と共動
・ ・

して、地域の特色を活かした里山ビジネスの創出等の地域づくり

を研究成果を基に支援 

 

 

４ 目標  
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（４）福井県里山里海湖研究所 三方五湖自然観察棟 

 
道の駅三方五湖に併設している「三方五湖自然観察棟」は、三方五湖で観察できる

さまざまな生き物に関する展示・解説、研究所の研究・活動内容の紹介のほか、広く

県民の方が集い、体験できるスペースとして運営を行っています。 

 

 

所 在 地：福井県三方上中郡若狭町鳥浜 122-31-1 道の駅三方五湖 隣接 

開館時間：9:30～16:30 

休 館 日：毎週火曜日、年末年始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 野鳥や生きものたちの観察 

（２） 自然素材を使った工作体験 

（３） 三方湖畔生きもの観察ツアー（事前予約要） 

（４） 学校など、団体での自然観察・体験 

（５） 里山里海湖研究所 研究活動紹介 

（６） 薪ストーブ体験（冬季のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三方五湖自然観察棟の概要  

自然観察棟でできること 

野鳥観察 三方五湖周辺空撮床マット 三方湖の生きもの展示 

薪ストーブ 三方五湖メシ紹介 研究成果を活かした常設展示 

（ヒシの新しい刈取手法の開発） 
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 

R2 

 前年比％ 

4 月 － 289 1,190 1,061 1,078 1,156 1,606 84 5.2 

5 月 － 514 1,779 2,627 2,029 1,649 4,147 323 7.8 

6 月 － 275 985 1,275 553  973 2,289 769 33.6 

7 月 － 398 1,346 1,684 957  779 2,234 1,526 68.3 

8 月 － 322 1,625 2,512 2,096  4,519 5,339 1,882 35.3 

9 月 － 205 1,213 1,273 896  2,040 3,190 1,354 42.4 

10 月 － 212 1,225 1,228 909  2,226 2,465 1,061 43.0 

11 月 171 232 1,189 1,112 885  2,051 2,645 1,359 51.4 

12 月 167 104 523 404 568  913 1,450 748 51.6 

1 月 183 101 456 666 546  756 1,239 260 21.0 

2 月 336 95 519 502 406  1,320 2,014 762 37.8 

3 月 339  2,579 815 1,468 1,518  1,662 2,328 990 42.5 

計 
1,196 

※1 
5,326 12,865 15,812 

※2 
12,441 

※3 
20,044 

 
30,946 

※4 
11,118 35.9 

※1 平成 27 年 3 月 21 日 道の駅三方五湖オープン 

※2 平成 29 年 5 月 9 日～7 月 14 日 縄文プラザ改修工事により展示コーナー移転 

※3 平成 30 年 7 月 9 日～7 月 20 日 年縞博物館への移転作業により休館 

※4 令和 2 年 4 月 4 日～5 月 10 日 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため休館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

三方五湖自然観察棟 来所者数の推移 
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（５）福井県年縞博物館 

 
研究所では、水月湖年縞の研究展示施設「福井県年縞博物館」の運営に協力すると

ともに、博物館および館内に設置された立命館大学古気候学研究センター福井研究所

と協働で、年縞に関する研究を進めています。 

 

 

所 在 地：三方上中郡若狭町鳥浜 122-12-1 縄文ロマンパーク内 

開館時間：9:00～17:00（入館は 16:30 まで） 

休 館 日：毎週火曜日、年末年始 

 

 

      

 

 

 

 

                     

 

 

 
 

 

 

  平成 26 年(2014)年 3月  「年縞」利活用基本構想を策定   

9 月  水月湖の年縞コアを新規採取   

平成 27 年(2015)年 7 月  水月湖「年縞」研究展示基本計画を策定   

水月湖年縞研究展示施設（仮称）の基本設計着手   

10 月  福井県と立命館大学が年縞を基にした研究等に関する基本協定を締結 

平成 28 年(2016)年    水月湖年縞研究展示施設（仮称）の実施設計着手   

中学校教科書に水月湖年縞が掲載   

平成 29 年(2017)年 3 月  水月湖年縞研究展示施設（仮称）の工事着工   

平成 30 年(2018)年 3 月  水月湖年縞研究展示施設の正式名称が「福井県年縞博物館」に決定 

7 月  里山里海湖研究所の事務・研究部門が年縞博物館内に移転 

8 月  年縞博物館の工事竣工   

9 月 15 日  年縞博物館開館 

 

 

 

 

令和２年度入館者数  42,568 人（開館以降累計 128,618 人） 

 

平成 30 年 10 月 21 日 入館者１万人達成 

令和 元 年 7 月 20 日 入館者 5 万人達成 

令和 2 年 8 月 27 日 入館者 10 万人達成 

  

福井県年縞博物館の概要 

開館までの歩み 

年縞博物館全景 ステンドグラスギャラリー 立命館大学古気候学研究センター福井研究所 

入館状況 
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６ 所長寄稿文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに掲載した文章は、進士五十八所長が寄稿した『PREC Study Report vol.18』（㈱プレック研究

所 2019 年 12 月発行）より、㈱プレック研究所の許可を得てその全文を転載したものである。 
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- 44 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 45 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 46 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 47 - 
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≪編集後記≫ 

 このたび、２０２０年度の活動の記録として「年報２０２１」を発刊させていただきました。 

福井県の里山里海湖の保全と活用が一層進むよう、スタッフ一同頑張ってまいりますので、

今後ともご指導、ご支援をいただきますようお願い申し上げます。 

 

編集責任者：永木庄治 

編集・執筆：加藤睦教、現方慶昌、石田将都、小幡三佳、湯浅柊哉 

             山﨑彬輝、石井 潤、宮本 康、樋口潤一 
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